










●

※高温になっていますので、やけどをする恐れがあ

このポンプ本体には気温が5℃以下になると、ポン
プを自動的に保温する凍結防止機構を内蔵してい
ます。電源を切ると凍結防止機構が働きませんので、
寒冷地では長時間にわたって運転しない時でも電

屋外に据え付ける場合や外気温が特に低い（無風
時－10℃以下）地方では、この凍結防止機構だけ
では効果がありませんので小屋をつくり内側に断
熱材を貼り、保温する等し、凍結しないようにし
てください。なお夏は温度が上がりますので通気
できるようにしてください。

●保温中はヒータが高温になっていますので手を

横引き配管は、できるだけ地中に埋め、やむをえ
ず露出する部分はすべて断熱材を巻いて保温して

●凍結防止のため水栓から少量の水を

　消費電力が増えたりポンプの寿命を
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なお、やむを得ず長期間ご使用されずに電源を切
る場合は、ポンプおよびタンク内の水を抜いて保
管してください。凍結による故障については保証
できません。

ります。



1.据え付け時や、長時間使用されなかった場合など
ポンプ内のメカニカルシール （軸封部品）・イン

2.電源を入れてもポンプが回らない場合には電源プ
ラグをコンセントから抜いてモータ後部のシャフ
トの切溝に ○－

¡
¡

¡

　

●
●
●
●試運転または空運転時に「ゴゴゴー」と音が発生することが

●

出力80～150W コップ約2杯
出力250W コップ約3杯

－12－
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※ポンプが過熱し、やけどおよび故障の原因になります。

過熱防止リレーについて�
据付説明書�

ポンプには、モータの温度が異常に上昇した場合にその
温度を感知して、自動的にモータを停止させる過熱防止
リレーが内蔵されております。この過熱防止リレーは自
動復帰式ですから、作動後モータの温度が下がりますと
自動的に復帰し、運転を開始します。（約15～20分後）�
過熱防止リレーが作動していると考えられる場合�
1．先ず、電源プラグをコンセントから抜いてください。�
2．作動の原因を取り除いてください。�
（ａ）呼び水が不足している。�
（ｂ）吸込管より空気を吸込んでいる。�
（ｃ）井戸水が少なくなり水位が低下している。�
（ｄ）配管が凍結している。�
（ｅ）中間弁に異物がかみこんでいる。�
（ｆ）吸込側のボルト、キャップ類が十分締まってい

ない。�
（ｇ）電圧が著しく低下している。�
（ｈ）防寒用断熱材等のはずし忘れにより夏に異常な

温度上昇となっている。�

水温リレーについて�
ポンプ使用中にポンプ部水温が異常に上昇した場合、自動的に停止させポンプ部を保護する水温リレーがケーシング
に取り付けられています。ポンプ部水温が下がると自動的に復帰します。�
作動している場合は電源を切って、販売店にご連絡ください。�

サーモスタットについて�

1.サーモスタットが働いてポンプが停止した場合はその原因を
取り除いてから押しボタンを押し電源を入れてください。�

2.サーモスタットが働いたときは、電源スイッチを切るか、電
源プラグをコンセントから抜いてモータ後部のシャフトの切
溝に○－ドライバーを入れて回してください。回らない場合
はポンプ部に異物が、かみこんでいないかなど原因を調べて
ください。�

モータが常温となってから電源を入れてください。電源
を入れる場合は、「試運転」（12ページ）を参照してく
ださい。�

¡点検の際は必ず電源プラグをコンセントから抜いて、または電源を切ってください。�
¡ぬれた手で抜き差ししないでください。�

※感電やけがをすることがあります。�

¡点検の際は必ず電源プラグをコンセントから抜いて、または電源を切ってください。�
¡ぬれた手で抜き差ししないでください。�

※感電やけがをすることがあります。�

配線図�

●サーモスタット
（押ボタン）をテ
ープなどで固定
しないでください。�
※発火、火災の恐
れがあります。�

ご注意�
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※ポンプが過熱し、やけどおよび故障の原因になります。



インペラの交換

（直径）318×（高さ）（直径）318×（高さ）402mm

20mm（3/4B）

20mm（3/4B）

200W 200W 345W 325W 500W 500W

25mm（1B）

25mm（1B）

（直径）366×（高さ）538mm

確実に接続する。電源コードの交換。

作動原因を除いてから押しボタンを押す。（11ページ）

“過熱防止リレーについて”の項を参照ください。（11ページ）

“水温リレーについて”の項を参照ください。（11ページ）

漏電の原因を調査・修理。

修理または交換。

修理または交換。
圧力スイッチ内部の電気接点にアリが

侵入して導通を妨げている。

電力会社に相談する。

モータシャフトを回す。異物をとり除く。

水深の調査、配管の延長。

分解掃除、呼び水。

呼び水を足す。（12ページ）

漏れの調査、修理。

メカニカルシールを交換。

不良原因の調査、交換。

電力会社に相談する。

。

修理。

分解掃除。

圧力タンクに空気を補給する。

“お手入れのしかた”の項を参照ください。（4ページ）

原因を調べ修理または取りかえる。

電力会社に相談する。

インペラの交換。

異物をとり除く。

揚水量（全揚程12mのとき）

電
動
機

配
管

ポ
ン
プ

故障修理を依頼される前に電源プラグのはずれを確認し、はずれていなければ差し込みプラグをコンセントから抜い

THP-81KF THP-81KS THP-150KF THP-150KS THP-250KF THP-250KS
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摩耗。

インペラが摩耗している。

保 証 書 �

この保証書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。�
お買い上げの日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルその他の注意書きに従った正常な使用状態で故障した
場合には、本書記載内容にもとづき、お買い上げの販売店が無料修理いたしますので、出張修理をご依頼のうえ、修理
に際して本書をご提示ください。�
★印、※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ず確認ください。�

１．保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。�
　イ．使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。�
　ロ．お買い上げ後の取付場所の移動、落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。�
　ハ．火災・地震・水害・落雷・その他の天災地変ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障または損傷。�
　ニ．車両・船舶への搭載など一般家庭用以外に使用された場合の故障または損傷。�
　ホ．本書の提示がない場合。�
　ヘ．本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。�
　ト．異常水質・異常水圧などによる故障および損傷。�
　チ．仕様変更など。�
２．離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。�
３．ご転居の場合は事前にお買い上げ販売店にご相談ください。�
４．本書は日本国内においてのみ有効です。�
　　Effective only in Japan�
５．本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。�

¡この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって
お客様の法律上の権限を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、お買
い上げの販売店または、末尾頁の営業所にお問い合わせください。�

¡保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、6頁アフターサービスについてをご覧ください。�

保証書�

品番�

★お客様お名前�

★ご住所　〒　　　　　　　★電話番号（　　　　）　　　－�

保証期間�
★お買上日　　　年　　　月　　　日から�

¡修理メモ�

※取扱販売店名、住所、電話番号�

本体 ……………１年間�

製品番号�

様�
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●　東 京 支 社 〒１１６－０００２　東京都荒川区荒川１－４９－１　荒川第１０秦ビル２F 

－１０－２　岡崎事務所１F東 

 

 
　　北 関 東 営 業 所 〒３６０－００１５　埼玉県熊谷市肥塚２丁目７番２８ 

Ｔ ＥＬ ０４８－５２３－２６５４㈹　 ＦＡＸ ０４８－５２５－５２１６ 
 
　　仙 台 営 業 所 〒９８４－００１１　宮城県仙台市若林区六丁の目西町３－３３ 

Ｔ ＥＬ ０２２－２８７－０２３１㈹　 ＦＡＸ ０２２－２８７－０２３５ 
 
　　新 潟 営 業 所 〒９５０－０９４８　新潟県新潟市中央区女池南１丁目５番１６号 

Ｔ ＥＬ ０２５－２８４－００１１㈹　 ＦＡＸ ０２５－２８４－１２１２ 
 
●　名 古 屋 営 業 所 〒４５７－０００４　愛知県名古屋市南区中江２丁目２番９号 

Ｔ  ０８１０－９１８－２５０ ＸＡＦ 　㈹８８１０－９１８－２５０ ＬＥ
 
　　静 岡 営 業 所 〒４２０－０８８４　静岡県静岡市葵区大岩本町２６－３２　パークサイド城北１F－C 

Ｔ ＥＬ ０５４－２００－１００２㈹　 ＦＡＸ ０５４－２００－１００３ 
 
●　大 阪 支 社 〒５４３－００２８　大阪府大阪市中央区農人橋二丁目１番３０号   谷町八木ビル９Ｆ

Ｔ ＥＬ ０６－６９４０－１１７７㈹　 ＦＡＸ ０６－６９４０－１１７８
 
　　岡 山 営 業 所 〒７００－０９７１　岡山県岡山市北区野田三丁目９

Ｔ ＥＬ ０８６－２４５－４４９７㈹　 ＦＡＸ ０８６－２４５－７２４６ 
 
　　高 松 営 業 所 〒７６１－８０７８　香川県高松市仏生山町甲８３６番地１　ガーデンハイツピュア１０１号 

Ｔ ＥＬ ０８７－８８８－５１１８㈹　 ＦＡＸ ０８７－８８８－５１１９ 
 
●　福 岡 営 業 第５西田ビル２F－E 

Ｔ ＥＬ ０９２－４１１－７５５５㈹　 ＦＡＸ ０９２－４１１－７５８５ 
 
　　広 島 営 業 所 〒７３３－０８６１　広島県広島市西区草津東１丁目１－６　第３松本ビル１F 

Ｔ ＥＬ ０８２－２７１－６５０５㈹　 ＦＡＸ ０８２－２７１－６５０６  

 
　　神 奈 川 営 業 所 〒２５２－０１３４　神奈川県相模原市緑区下九沢２

Ｔ ＥＬ ０４２－７７４－３６７０㈹　 ＦＡＸ ０４２－７７４－３６７１
 

１２５－１－１０１

TＥＬ ０３－３８０３－１１６１㈹　 FAX ０３－３８０３－１１６２ 

所 〒８１２－００１６　福岡県福岡市博多区博多駅南３－１０－２３　

アフターサービスはお買い求めの販売店へ

■　お電話でのお問い合せ 月～金　９：００～１２：００　１３：００～１７：００（土、日、祝日、大型連休を除く）

〒６３５－８５３５　奈良県大和高田市東雲町3番17号 
TE

E-mail：info@teradapump.co.jp
L  ０７４５－５２－５１０１（代）　FAX  ０７４５－２３－００１３ 

http://www.teradapump.co.jp/

*3116411P65100 D*


